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去
る
３
月
７
日
㈫
、

市
内
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
令
和
４
年
度
決
算

見
込
み
と
令
和
５
年
度

事
業
計
画
（
案
）
審
議

の
た
め
、
役
員
・
支
部

長
等
合
同
会
議
と
合
わ

せ
政
治
連
盟
の
評
議
員

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

合
同
会
議
に
先
立

ち
、
講
師
に
東
北
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
岩
手

支
社
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ

ス
部
長
の
佐
藤
貴
志
様

を
迎
え
、「
東
北
電
力

Ｎ
Ｗ
㈱
最
近
の
動
向
と

今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
東
北
電

力
グ
ル
ー
プ
の
中
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
い
た
。

　
会
議
冒
頭
の
あ
い
さ

つ
で
平
野
理
事
長
は
、

「
昨
年
８
月
電
工
組
改

革
Ｗ
Ｇ
に
諮
問
し
た

『
将
来
を
見
据
え
た
岩

手
県
電
工
組
の
あ
る
べ

き
姿
』
に
つ
い
て
、
浅

沼
リ
ー
ダ
ー
よ
り
答
申

を
受
け
た
。
今
後
、
答

申
に
沿
っ
て
出
来
る
こ

と
か
ら
取
組
ん
で
い
き

た
い
。

　
ま
た
、
次
年
度
は
、

東
北
福
島
で
の
電
気
工

事
業
全
国
大
会
の
開

催
、
高
校
と
の
就
職
懇

談
会
の
実
施
、
女
性
部

設
立
、
Ｉ
Ｔ
化
促
進
等

に
つ
い
て
協
力
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
主
な
事
業
に
つ
い
て

審
議
の
結
果
す
べ
て
承

認
さ
れ
、
総
代
会
に
提

案
す
る
こ
と
と
し
た
。

令
和
５
年
度
の
主
な
事

業
は
次
の
通
り
。

１
組
合
加
入
促
進
対
策

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
終

了
す
る
が
、
引
続
き
組

合
加
入
促
進
、
環
境
整

備
に
取
組
む
。

２
第
一
種
電
気
工
事
士

資
格
取
得
に
係
る
受
講

者
支
援

　
資
格
取
得
希
望
者
に

対
し
、
１
人
５
千
円
を

補
助
す
る
支
援
制
度
の

今
年
度
の
申
請
者
は
24

人
。
今
後
も
制
度
の
更

な
る
周
知
・
普
及
を
図

る
こ
と
と
し
、
次
年
度

に
お
い
て
も
実
施
。

３
東
北
電
力
㈱
関
連
施

設
視
察
研
修

　
令
和
５
年
度
の
研
修

（
案
）は
、10
月
13
日
㈮
、

14
日
㈯
の
日
程
で
秋
田

県
能
代
火
力
発
電
所
及

び
秋
田
港
洋
上
風
力
発

電
所
を
視
察
先
と
し
て

提
案
。

４
岩
手
県
電
工
組
移
動

理
事
会

　
令
和
５
年
度

の
移
動
理
事
会

は
、
10
月
〜
11

月
花
巻
支
部
協

力
の
も
と
地
元

役
員
の
方
々
と

意
見
交
換
を
開

催
予
定
。

５
電
気
工
事
業

女
性
活
躍
推
進

　
女
性
活
躍
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、

本
県
工
組
に
お
い
て
は

３
支
部
（
北
上・
釜
石
・

宮
古
支
部
）
が
設
立
し

平
成
８
年
度
設
立
し
た

一
関
支
部
と
合
わ
せ
４

支
部
が
設
立
。
設
立
補

助
金
は
今
年
度
同
様
、

各
支
部
５
万
円
、
申
請

に
よ
り
運
営
補
助
金
３

万
円
を
支
給
。
な
お
、

次
年
度
は
県
の
女
性
部

設
立
を
予
定
。

６
令
和
４
年
度
決
算
見

込
み
及
び
令
和
５
年
度

収
支
予
算
（
案
）

　
令
和
４
年
度
の
決
算

は
、
調
査
業
務
収
入
及

び
定
期
講
習
委
託
料
が

昨
年
度
よ
り
増
額
、
技

能
競
技
大
会
積
立
金
を

確
保
で
き
る
見
込
み
。

　
令
和
５
年
度
収
支
予

算
（
案
）
は
、
定
期
講

習
開
催
数
の
増
加
が
あ

る
も
の
の
実
質
前
年
比

１
２
０
万
円
程
の
減
収

の
見
込
み
。
全
国
大
会

開
催
等
に
伴
い
支
出
の

増
加
も
見
込
ま
れ
る
。

支
出
の
抑
制
が
求
め
ら

れ
る
。

７
協
会
と
の
共
同
事
業

の
実
施

　
継
続
実
施
。

８
中
学
・
高
校
職
業
支

援
の
実
施

　
県
内
各
支
部
受
入
れ

事
業
所
拡
大
を
目
指
し

継
続
事
業
と
し
て
実

施
。

９
新
規
学
卒
者
県
内
就

職
率
の
向
上

　
こ
れ
ま
で
９
校
と
の

就
職
懇
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
が
、
５
年
度
は

新
た
な
テ
ー
マ
を
設
定

し
取
組
む
予
定
。

平野理事長

東北電力ＮＷ佐藤部長

組
合
役
員
・
支
部
長
等
合
同
会
議
開
催

令
和
５
年
度
事
業
計
画
等
審
議
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工
組
の
持
続
的
発
展

に
向
け
、
昨
年
８
月
４

日
合
同
会
議
に
お
い

て
、
平
野
理
事
長
か
ら

①
「
組
合
員
の
加
入
促

進
対
策
」、
②
「
後
継

者（
確
保・
育
成
・承
継
）

対
策
」
③
「
組
合
の

活
性
化
対
策
」
④

「
組
合
の
メ
リ
ッ

ト
創
出
対
策
」
の

４
項
目
の
諮
問
が

浅
沼
リ
ー
ダ
ー
に

な
さ
れ
た
。
諮
問

を
受
け
改
革
Ｗ
Ｇ

で
は
、
中
長
期
視
点
で

の
将
来
を
見
据
え
た
工

組
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
現
状
分
析
、
課
題

の
抽
出
、
改
善
策
を
検

討
、
４
度
の
Ｗ
Ｇ
を
開

催
し
、
先
般
３
月
７
日

合
同
会
議
に
お
い
て
平

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
懸
念
に
よ
り
延
期

と
な
っ
て
い
た
受
章
祝

賀
会
が
３
月
27
日
市
内

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

受
章
は
、
多
年
に
わ
た

る
電
気
工
事
業
に
精
励

す
る
と
と
も
に
関
係
団

体
の
役
員
と
し
て
産
業

振
興
に
寄
与
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
。

　
祝
賀
会
に
は
、
達
増

岩
手
県
知
事
、
全
日
電

工
連
会
長
代
理
五
十
畑
正

美
常
任
理
事
、
岩
手
医
科

大
学
小
川
理
事
長
な
ど
の

来
賓
の
他
、
組
合
役
員
、

支
部
長
、
青
年
部
員
が
出

席
し
平
野
理
事
長
の
受
章

を
祝
い
、
会
場
は
大
き
な

喜
び
に
包
ま
れ
た
。

　
受
章
報
告
会
は
、
３

月
20
日
一
関
市
内
ホ
テ

ル
で
佐
藤
県
復
興
防
災

部
長
、
今
野
一
関
市
商

工
労
働
部
長
を
は
じ

め
、
多
く
の
ご
来
賓
出

席
の
も
と
開
催
さ
れ

た
。

　
平
野
理
事
長
は
、「
こ

の
快
挙
を
優
磨
さ
ん
の

母
校
一
関
工
業
を
は
じ

め
県
内
の
中
学
・
高
校

開会の言葉
（照井副理事長）

乾杯
（軽石岩手県議）

祝辞（五十畑全日
電工連常任理事）祝辞（小川岩手医

大理事長）

発起人代表挨拶
（北田副理事長）

閉会の言葉
（舘口副理事長）

祝辞
（達増県知事）

中締め
（千葉盛岡市議）

浅沼リーダーから平野理事
長へ答申書を手交

秋の叙勲

平野喜嗣理事長
旭日双光章受章祝賀会開催

祝辞を述べる平野理事長と令夫人

「
将
来
を
見
据
え
た
岩
手
県
電
工
組

の
あ
る
べ
き
姿
」
に
つ
い
て
（
答
申
）

《1》全組合員企業参加によるコンプライアンス研修実践運
動を展開し、信頼性向上に努められたい。
《2》電気工事業者が気軽に加入できるよう、加入手数料ゼ
ロを目指すなど、環境づくりに努められたい。
《3》各種交流の活発化を図り、積極的な情報発信に努めら
れたい。
《4》サイボウズの積極活用により組合・組合員間双方向の
情報交流の促進に努められたい。
《5》各支部に「（仮称）組合員困りごと相談センター」を開
設するなど、組合員のきめ細かなサービス提供に努めら
れたい。
《6》中学生の職業体験、高校生のインターンシップの受け
入れ体制の充実に努められたい。

―答申概要―  野
理
事
長
に
対
し
、
工

組
改
革
Ｗ
Ｇ
浅
沼
リ
ー

ダ
ー
か
ら
答
申
が
な
さ

れ
た
。
組
合
で
は
、
左

記
答
申
を
受
け
実
現
に

向
け
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

第４回電気工事技能競技全国大会

佐藤優磨氏（平成電設）
銅賞受賞報告会開催

の
皆
さ
ん
に

伝
え
て
ほ
し

い
。
今
後
も

大
会
に
果
敢

に
挑
戦
し
て

ほ
し
い
」
と

述
べ
た
。

謝辞を述べる佐藤氏

　
２
月
３
日
、
市
内
ホ

テ
ル
に
お
い
て
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
会
を
開
催

し
た
。
研
修
会
に
は
、

組
合
員
・
青
年
部
員
等

約
50
人
が
参
加
。
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
㈱
及
び
共
立

電
気
機
器
㈱
の
協
力
の

も
と
電
気
工
事
業
界
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
方
向
性

な
ど
に
つ
い
て
学
び
、

活
発
な
質
疑
応
答
も
交

わ
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
３
月
27
日
に

は
市
内
ホ
テ
ル
に
お
い

て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
会
を
開
催
。
岩
舘

青
年
部
副
部
長
を
講
師

に
青
年
部
役
員
19
人
が

参
加
し
た
。
組
合
は
、

各
支
部
に
お
い
て
活
発

か
つ
容
易
に
研
修
会
を

開
催
で
き
る
よ
う
、
青

年
部
役
員
を
講
師
と
し

て
養
成
し
て
い
る
。

研
修
会
開
催

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

令
和
４
年
度

皇居「春秋の間」前のホールにて記念撮影（Ｒ5.1.30）

盛岡芸妓連による祝舞「松の三番叟」

記念品・花束贈呈
青
年
部

スキルアップ研修会

コンプライアンス研修会 講師の岩舘副部長

岩手事業本部／〒020-0851 盛岡市向中野二丁目14番21号　☎019-631-2552
（事業所）盛岡・二戸・久慈・釜石・宮古・大船渡・奥州・花北

　自家用電気工作物の電気設備の改修工事等を行ったとき、電気工事業者作業員の方が感電により負傷
又は死亡するという、痛ましい事故が後を絶ちません。また、発電所の設置や設備変更など、主任技術
者に連絡しないまま工事を行ったことによる関係法令違反も発生しています。
　電気事故（感電・アーク火傷）並びに関係法令違反を未然に防止するため、高圧受電設備の改修工事、
低圧分電盤のブレーカー交換及び配線等の工事を計画（実施）するときなどは、事前に電気主任技術者
（保安協会等）にご連絡いただきますようお願いします。

事前に電気主任技術者（保安協会等）にご連絡をお願いします。！
【ご連絡をお願いする事項】
● 高圧受電設備に係る工事を計画したとき
● 発電所及び非常用予備発電装置に係る工事を計画したとき
● 構内の電柱や電線に近接する作業を計画したとき
● 低圧分電盤のブレーカー交換や配線等の工事を計画したとき　
　（※高圧受電設備以外の電気工事でもご連絡をお願いします。）
工事内容等について、打合せの上、安全確保及び関係法令遵守のためのご助言や立会いをさせていただきます。

電気工事関係者さまへのお願い
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県
本
部

宮
古
商
工

　
組
合
本
部
、
宮
古
支

部
役
員
、
久
慈
・
二
戸

支
部
役
員
が
出
席
し
、

高
校
と
組
合
と
の
就
職

懇
談
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　
宮
古
商
工
高
校
と
の

懇
談
会
で
は
、
高
校
側

か
ら
・
地
域
の
中
学
生

数
が
急
激
に
減
少
し
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、

何
か
良
い
対
策
は
な
い

か
。・
中
学
の
先
生
は
、

ほ
ぼ
１
０
０
％
普
通
高

校
出
身
。
高
校
普
通
科

志
向
が
強
い
。・
生
徒

が
入
学
し
て
貰
え
る
よ

う
出
来
る
だ
け
中
学
校

へ
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る

対
策
が
必
要
。・
高
校

と
企
業
が
タ
イ
ア
ッ
プ

し
、
Ｐ
Ｒ
が
必
要
。・

生
徒
の
人
数
割
合
か
ら

す
れ
ば
電
気
工
事
業
界

に
就
職
す
る
割
合
は
高

い
。・
先
輩
が
就
職
す

る
と
次
に
続
く
傾
向
が

あ
る
が
、
一
旦
途
切
れ

る
と
続
か
な
く
な
る
。

　
・
仕
事
内
容
を
知
っ

て
い
れ
ば
説
明
で
き
る

が
、
知
ら
な
い
と
ど
の

よ
う
な
仕
事
を
し
て
い

る
か
分
か
ら
な
い
。

組
合
・
協
会
共
同
事

業
　
令
和
５
年
度
も

実
施
を
予
定

　
組
合
、
協
会
そ
れ
ぞ

れ
隔
年
で
役
割
を
交
互

に
担
当
し
て
い
る
。
令

和
５
年
度
は
、
組
合
が

「
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
の
開
催

（
平
成
30
年
以
来
と
な

る
。）」、
協
会
が
「
県

内
工
業
系
高
等
学
校
等

へ
の
電
線
寄
贈
支
援
」

を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
実

施
す
る
予
定
。

協
会
総
会
は
13
時
か

ら
　
組
合
総
代
会
は

15
時
10
分
か
ら

　
令
和
５
年
度
の
協
会

総
会
、組
合
総
代
会
は
、

５
月
31
日
㈬
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ

ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
で
開
催

予
定
で
あ
る
。
両
団
体

と
も
に
役
員
改
選
年
と

な
っ
て
い
る
。
４
年
振

り
の
開
催
と
な
る
合
同

懇
親
会
は
17
時
30
分
開

始
予
定
。

　
ま
た
、
翌
日
６
月
１

日
㈭
に
は
、
組
合
主
催

に
よ
る
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会
を
青
年
部
と
合
同
で

き
た
か
み
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
開
催

を
予
定
。
多
く
の
参
加

者
が
予
想
さ
れ
る
。

第
一
種
電
気
工
事
士

定
期
講
習
の
開
催
に

つ
い
て

　
令
和
５
年
度
、
組
合

が
担
当
す
る
第
一
種
電

気
工
事
士
定
期
講
習

は
、
６
回
開
催
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

地区 開催日 会　場
盛岡 ７月19日㈬ いわて情報交流センター
盛岡 ８月29日㈫ いわて情報交流センター
奥州 ９月 7日㈭ 奥州市文化会館
釜石 10月 3日㈫ 釜石市民ホール
釜石 令和６年１月（未定） （未定）
奥州 令和６年２月（未定） （未定）

支部トピックス

一関支部

　
合
同
会
議
に
引
き
続

き
政
治
連
盟
評
議
員
会

が
開
催
さ
れ
、
令
和
４

年
度
事
業
実
施
結
果
及

び
令
和
５
年
度
事
業
計

画
（
案
）
を
審
議
、
承

認
さ
れ
た
。

　
令
和
５
年
度
は
①
技

能
者
不
足
へ
の
対
応
、

②
電
気
系
工
業
高
校
生

の
定
員
確
保
、
③
電
気

系
工
業
高
校
学
科
再
編

等
へ
の
対
応
等
を
重
点

に
組
合
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
全
日
電
工
連

政
治
連
盟
を
通
じ
て
①

第
１
種
電
気
工
事
士
受

験
機
会
の
拡
大
②
Ｄ
Ｉ

Ｙ
協
会
に
対
す
る
資
材

販
売
時
の
免
状
提
示
・

法
改
正
③
電
気
工
事

施
工
管
理
技
士
試
験

地
拡
充
④
厚
労
省
「
つ

な
ぐ
化
事
業
」
対
象
拡

大
等
の
要
望
を
行
っ
て

い
る
。

政
治
連
盟
だ
よ
り

電気システム科
赤沼主任鈴木校長 進路指導部

鈴木主任篠原副校長

平野理事長 照井副理事長 懇談風景

宮古商工12／６
・福岡工業12／15開催

岩手県電工組との
就職懇談会

政
治
連
盟
評
議
員
会
開
催

来
年
度
の
事
業
計
画
案
な
ど
審
議

組
合
協
会
共
通
だ
よ
り

　
先
日
息
子
が
進
学
で

東
京
へ
引
っ
越
し
ま
し

た
。
彼
の
母
が
引
っ
越

し
の
手
伝
い
で
共
に
上

京
で
す
、
と
言
う
わ
け

で
今
晩
は
一
人
。
近
所

の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
大
黒

屋
さ
ん
に
行
き
ま
す
。

　
こ
ち
ら
は
大
衆
食
堂

の
看
板
を
出
し
て
い
ま

す
が
若
い
大
将
が
料
理

好
き
で
基
本
の
メ
ニ
ュ

ー
に
な
い
肴
を
出
し
て

く
れ
ま
す
。
基
本
的
に

は
大
将
の
お
ま
か
せ
に

し
ま
す
。

　
今
日
の
肴
は
お
通
し

で
タ
ケ
ノ
コ
、
青
菜
の

お
浸
し
、
あ
ん
肝
と
わ

か
め
。
こ
れ
を
日
本
酒

で
い
た
だ
き
ま
す
。
続

い
て
エ
ビ
の
醤
油
漬

け
、
ア
ス
パ
ラ
ベ
ー
コ

ン
。
そ
の
時
そ
の
時
の

美
味
し
い
も
の
を
適
当

に
と
言
う
奴
で
す
。

　
息
子
と
は
彼
の
母
の

不
在
時
に
よ
く
行
き
ま

し
た
。
彼
の
好
物
は
カ

ツ
と
じ
、
ラ
ー
メ
ン
、

焼
酎
の
バ
イ
ス
割
の
バ

イ
ス
だ
け
。
こ
れ
を
僕

の
肴
摘
ま
み
な
が
ら
食

べ
て
た
な
ぁ
。
明
日
か

ら
は
妻
と
犬
と
の
三
人

暮
ら
し
に
な
り
ま
す
。

（
次
回
は
水
沢
支
部
）

　
な
ど
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　
福
岡
工
業
高
校
と
の

懇
談
会
で
は
、・
今
年

度
比
較
で
は
、
県
内
・

県
外
を
希
望
し
た
生
徒

が
、
二
戸
管
内
希
望
に

変
化
が
見
ら
れ
る
。・

電
気
の
生
徒
は
、
東
北

を
選
ぶ
傾
向
が
あ
る
。

電
気
工
事
業
、
技
術
サ

ー
ビ
ス
を
選
ぶ
傾
向
が

あ
る
。・
３
年
生
は
、

概
ね
４
月
〜
５
月
に
進

路
先
決
定
。
２
年
生
の

11
月
頃
か
ら
企
業
見
学

の
機
会
が
あ
れ
ば
良

い
。

　
・
教
員
、
生
徒
、
保

護
者
の
知
り
た
い
企
業

情
報
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

で
は
、《
教
員
》
生
徒

と
年
齢
の
近
い
若
手
社

員
か
ら
企
業
の
魅
力
福

利
厚
生
な
ど　
《
生
徒・

保
護
者
》
見
学
で
き
る

企
業
見
学
情
報
（
聞
く

よ
り
見
る
）
生
徒
が
複

数
企
業
を
体
験
で
き
る

企
画　
《
保
護
者
》
会

社
の
雰
囲
気
が
伝
わ
る

情
報
（
ど
ん
な
人
が
働

い
て
い
る
か
）
動
画
の

企
業
情
報
等
と
な
っ
て

い
る
。

宮
古
支
部

県
本
部

平野理事長

福
岡
工
業

二
戸
支
部

久
慈
支
部

塚根二戸支部長 遠山二戸副支部長 懇談風景舘口二戸青年部長

渡辺県理事 北田久慈青年部長神成久慈支部長 懇談風景

佐々木県理事 小成宮古青年部長

進路指導部
阿部主任今野校長 電気システム科

佐々木主任

県
本
部
・
宮
古
支
部
と
宮
古
商
工
の
懇
談

県
本
部
・
二
戸
支
部
・
久
慈
支
部
と
福
岡
工
業
の
懇
談

◎お問い合わせ先…パナソニック株式会社ライフソリューションズ社  東北電材営業部  盛岡電材営業所
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12
月
７
日
、
盛
岡
市

の
マ
リ
オ
ス
で
、
今
年

度
３
回
目
の
技
術
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
講
習
会
を
実

施
し
た
。
会
員
企
業
の

中
堅
技
能
者
ら
が
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特
徴
や

最
新
の
動
向
な
ど
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

　
㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
営
業

本
部
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

営
業
部
長
の
渡
邉
利
博

氏
が
講
師
を
務
め
、
脱

炭
素
社
会
に
向
け
た
動

き
や
太
陽
光
や
風
力
バ

　
協
会
主
催
１
級
電
気

工
事
施
工
管
理
技
術
検

定
受
験
準
備
講
習
会
受

講
者
の
試
験
結
果
が
取

り
纏
め
ら
れ
、
受
験
者

19
名
の
う
ち
６
名
が
合

格
し
、
合
格
率
は
31
・

６
％
（
全
国
平
均
合
格

率
59
・
０
％
）
と
な
っ

た
。
本
講
習
会
は
次
年

度
も
引
き
続
き
イ
ー
ハ

ー
ド
プ
ラ
ン
人
材
活
性

化
セ
ン
タ
ー
鷲
眼
智
春

先
生
を
講
師
に
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。　

　
な
お
、
次
年
度
の
第

一
次
検
定
受
験
準
備

講
習
会
は
、
５
月
16
・

17
・
18
日
、
23
・
24
・

25
日
に
、
第
二
次
検
定

準
備
講
習
会
は
、
９
月

19
・
20
・
21
日
を
予
定

し
て
い
る
。

　
な
お
詳
細
は
、
決
ま

り
次
第
会
員
各
位
へ
案

内
す
る
。

イ
オ
マ
ス
、
雪
氷
熱
利

等
の
各
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
特
徴
、
建
物
に
お
け

る
省
エ
ネ
（
Ｚ
Ｅ
Ｂ
・

Ｚ
Ｅ
Ｈ
）
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　
技
術
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

講
習
会
は
、
会
員
企
業

に
お
け
る
人
材
育
成
や

技
術
力
向
上
を
目
指
し

て
実
施
。
令
和
４
年
度

は
今
回
の
講
習
会
の
ほ

か
、
新
入
社
員
教
育
を

２
回
に
わ
た
っ
て
開
催

し
た
。

　
協
会
員
を
対
象
に
、

土
曜
日
一
斉
休
日
の
試

行
（
第
９
回
）
を
実
施

し
た
。
今
回
は
初
め
て

12
月
に
行
い
、
実
施
日

を
第
４
土
曜
日
に
当
た

る
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に

設
定
し
た
。

　
一
斉
休
日
の
実
施
状

況
は
「
全
社
員
実
施
で

き
た
」が
41・
５
％
、「
一

部
の
社
員
が
で
き
な
か

っ
た
」
が
43
・
９
％
、

「
全
社
員
で
き
な
か
っ

た
」
が
14
・
６
％
。
前

回
と
の
比
較
で
は
「
全

社
員
で
き
た
」
が
12
・

９
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、「
一

部
で
き
な
か
っ
た
」
が

20・
４
ポ
イ
ン
ト
低
下
、

「
全
社
員
で
き
な
か
っ

た
が
」
７
・
５
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
た
。

　
休
日
に
で
き
な
い
社

員
が
い
た
理
由
と
し
て

最
も
多
か
っ
た
の
は
、

「
元
請
け
・
発
注
者
か

ら
の
要
請
（
工
期
が
詰

ま
っ
て
い
る
た
め
な

ど
）」
で
46
・
４
％
。

次
い
で
「
発
電
作
業
等

や
む
を
得
な
い
理
由
の

た
め
」
28
・６
％
、「
都

合
で
他
の
休
日
と
取
り

替
え
た
」
21
・
４
％
な

ど
。
前
回
と
の
比
較
で

は
「
元
請
け
・
発
注

者
」
が
２
・
２
ポ
イ
ン

ト
低
下
、「
発
電
作
業
」

が
11
・
５
ポ
イ
ン
ト
上

昇
、「
他
の
休
日
と
取

り
替
え
」
が
10
・
０
ポ

イ
ン
ト
上
昇
と
な
っ
て

い
る
。

　
自
由
回
答
で
は
「
休

日
し
か
仕
事
が
で
き
な

い
現
場
の
た
め
」「
年

末
の
最
終
検
査
日
に
間

に
合
わ
せ
る
た
め
」
な

ど
、
イ
ン
フ
ラ
に
関
す

る
仕
事
で
あ
る
た
め
に

土
曜
出
勤
が
求
め
ら
れ

る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ

た
。
ま
た
「
多
雪
に
よ

る
現
場
の
除
雪
作
業
の

た
め
」「
雪
害
に
よ
る

緊
急
工
事
」
な
ど
冬
季

特
有
の
要
因
も
見
ら
れ

た
。

　
社
員
が
休
日
を
取
得

で
き
な
い
（
取
得
し
な

い
）
理
由
は
、「
元
請

け
・
発
注
者
の
意
識
が

根
付
い
て
い
な
い
」
が

37
・
５
％
で
最
も
多

く
、
以
下
は
「
人
手
不

足
（
業
務
量
が
多
す
ぎ

る
）」
26
・
６
％
、「
工

期
が
短
す
ぎ
る
」
12
・

５
％
、「
社
員
の
意
識

が
根
付
い
て
い
な
い
」

10
・
９
％
と
続
く
。
前

回
と
比
較
す
る
と
「
元

請
け・
発
注
者
」
が
３
・

４
ポ
イ
ン
ト
低
下
、「
社

員
の
意
識
」
が
１
・
２

ポ
イ
ン
ト
低
下
な
ど
、

あ
ま
り
目
だ
っ
た
動
き

は
な
か
っ
た
。

　
自
由
回
答
を
見
る
と

「
早
め
に
帰
ら
せ
た
い

が
、
年
末
年
始
の
長
期

休
暇
前
の
貴
重
な
作
業

日
」「
年
末
の
た
め
調

整
が
で
き
な
か
っ
た
」

「
業
務
が
特
定
の
社
員

に
偏
り
す
ぎ
て
い
る
」

な
ど
と
い
っ
た
意
見
が

あ
っ
た
。

　
同
協
会
の
千
田
新
一

専
務
理
事
は
、
今
回

の
試
行
結
果
に
つ
い

て
「
一
斉
休
日
に
設
定

し
た
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ

を
、
家
族
の
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
の
日
と
捉
え
る

か
、
年
末
の
稼
ぎ
時
と

捉
え
る
か
は
、
社
員
の

年
齢
構
成
に
も
関
係
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、
休
日

を
取
得
で
き
な
い
理
由

の
中
に
は
、
社
内
体
制

に
関
す
る
記
述
が
あ

り
、『
人
材
不
足
』『
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協会アンケート第３回
技術スキルアップ
講習会

新エネルギーの
特徴学ぶ
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土曜日一斉休日試行
全社員休日12.9㌽   上昇

10月比較
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〈空調機器・換気ロスナイ・照明器具・住宅設備機器・スマート電化〉

三菱電機住環境システムズ株式会社

取締役　東北支社長　松本　伸

北東北支店：岩手県盛岡市羽場13地割30－11 TEL：（019）637－1771
FAX：（019）637－8911

《自家用電気設備の保安管理を承ります》

※高圧で受電する施設の全般

※総出力２０００kw未満の発電施設の全般

まかせて安心、 電気保安のパートナー

一般社団法人　東北電気管理技術者協会
協会ホームページ　http://www.eme-tohoku.com/

岩手県支部  事務局／滝沢市穴口 275-11

TEL 019-613-2728　FAX 019-641-9428

連絡所／盛岡市・二戸市・花巻市・奥州市・一関市・久慈市・宮古市・釜石市・大船渡市

くらしに明るい未来を創造する

本社 / 宮城県仙台市宮城野区日の出町 2-2-13
岩沼本社 / 宮城県岩沼市押分字南谷地 86-5
TEL:0223-25-6701 FAX:0223-23-7401

盛岡営業所・花巻営業所・水沢営業所・大船渡営業所

【取扱商品】
電気設備資材　ＬＥＤ照明器具　住宅設備 / 建材　空調設備機器

太陽光発電システム　省エネ設備機器　通信設備機器　防犯設備機器

電設資材総合商社
架線金物・配電機器・送変電用碍子

金具製造・各種工具及び活線用防具

防護具・電線管及附属品・ダクト・その他

株式
会社中北電機

盛岡営業所 盛岡市津志田西2－3－13
 TEL （019）601－6838
 FAX （019）639－0058
　本　　社 仙台市若林区卸町東4－3－27
 電話（022）288－1000㈹
　営 業 所 青森営業所　秋田営業所
 山形営業所　福島営業所
 郡山営業所　新潟営業所


